
船舶事故等調査報告書 

平成２２年１０月２８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１０広第８９号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２２年５月２０日 ０８時５０分ごろ 

発生場所 岡山県倉敷市水島港南方沖 水島港玉島防波堤灯台から真方位１８２°

２.３海里付近 

 （概位 北緯３４°２７.５′ 東経１３３°３９.７′） 

事故等調査の経過  平成２２年６月１０日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 貨物船 日麟
にちりん

丸、４９９トン 

   １４０９９６、大泊海運有限会社 

Ｂ 油送船 盛運
せいうん

丸、８８トン 

   １３０９９９、福山ポートサービス株式会社 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長、五級海技士（航海） 

Ｂ 船長、六級海技士（航海） 

 死傷者等  なし 

 損傷 Ａ 右舷船尾ハンドレールの曲損 

Ｂ 左舷船首ブルワークの曲損 

 事故等の経過  霧により視界が制限された水島港南方沖において、Ａ船は、船長Ａほか

４人が乗り組み、コークス約１,３００トンを積載して錨泊中、Ｂ船は、船

長Ｂほか１人が乗り組み、空船で積荷バースに向け北進中、平成２２年５

月２０日０８時５０分ごろ、Ａ船の右舷船尾部とＢ船の左舷船首部とが衝

突した。 

 気象・海象 気象：天気 霧、風 なし、視程 約１００～２００ｍ 

海象：波高 平穏 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

あり 

 Ａ船は、水島港南方沖で錨泊中、錨泊当直中の船

長Ａが、霧中信号を行わなかったものと考えられ

る。 

 Ｂ船は、水島港に向けて北進中、船長Ｂが、レー

ダーによる適切な見張りを行わなかったため、錨泊

中のＡ船に気付かなかったものと考えられる。 

原因  本事故は、霧により視界が制限された水島港南方沖において、Ａ船が錨

泊中、Ｂ船が北進中、船長Ｂが、レーダーによる適切な見張りを行わなか

ったため、Ａ船に気付かず、両船が衝突したことにより発生したものと考

えられる。 

 




